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1.　香粧品との出会い

いまから思うと 1986年は私の皮膚科医人生にとって
ターニングポイントとなる記憶すべき年であった。留学
から戻り，活性酸素や紫外線生物学研究が佳境にさしか
かっていて，当時の皮膚科研究雑誌の最高峰であった J 
Invest Dermatolの同一号に 3報も原著論文が掲載される
という離れわざさえ演じていた（もっともそのうちの一
報は留学前の reject論文の reviseにつぐ reviseの最終産
物であったが…）。気力体力ともに充実して，まさに新
進皮膚科研究者として順風満帆の船出をしようとしてい
た矢先であった。「講師・病棟医長を命ず」と教授から
言い渡されたのは，そんな 34歳の穏やかな春の昼下が
りであった。当時の京大皮膚科の病棟医長というのは，
一切の研究（ベンチワーク）から離れて，病棟の全責任
を負うという立場であり，そのような病棟医長の犠牲の
もとに，それまでの私も含めて研究室のメンバーは病棟
の dutyから解放されて研究生活を享受できるという構造
になっていた（実はいまもその構造が維持されている）。
講師になれたのはうれしかったが，助手のままでいいか
らこのまま研究を続けたいというのが偽らざる本音で
あった。「なんと残酷な」と恨めしく教授室をあとにし
たのをいまも鮮明に覚えている。結果的には，病棟移転
の遅れから 2年の約束が 3年半も病棟医長を続ける羽目
になり，その後天理病院皮膚科部長として異動したので，
ウェットラボの実験ができたのはこのときが最後で，そ
の後ついぞ私は自ら試験管を振ることはできなくなった
のだから，まさにこの年はわが皮膚科医人生の転換局面
であったことは間違いない。しかし，その後の 5年あま
りの間に私は自分の臨床力を涵養でき，新しい臨床研究
のシーズを開拓できたので，いま振り返ってみれば決し
て魔の年ではなかったのかもしれない。
「置かれた場所で咲く」というのが私の信条なので，
この基礎研究ができない環境で何をしようかとつらつら
考えた。結論から言うと，この病棟医長時代に，私はそ
の後の臨床研究のメインストリームともなる褥瘡とスキ

ンケアに出会うことになる。褥瘡についてはここでは割
愛するが，スキンケアに関心を持つ契機となったのは教
室の先輩である田上八朗先生に言われた一言が深く心に
突き刺さったからである。その頃田上先生はちょうど角
層水分量測定など皮膚生理学的な研究を展開しておられ
たが，私の研究領域からは大きくかけ離れていたのでい
ささか関心が薄かった。「これからの皮膚科医は，スキ
ンケアという皮膚の生理学・公衆衛生学的な側面にも関
心を持ち，力を注がなければいけない」というような主
旨のことを言われた気がする。そう言われてみれば確か
に皮膚科外来では日常的に患者さんから「石鹸は使って
もいいですか？」とか「お風呂に入ってもいいですか？」
というような卑近な質問を浴びせられていたにもかかわ
らず，根拠を持って真摯に応えられていない自分に内心
忸怩たる思いがあった。ちょうど，基礎研究ができなく
なったので，これを機会にこの領域を勉強してみようと
英文を含む 10冊ほどの単行本と 100編ほどの論文を一
気に読んでスキンケアの勉強をした。それまで化粧品や
美容には関心がなかったが，当時はこのジャンルにはさ
したる専門家もいなかった。今でこそ研究の主流となり
つつある皮膚バリア機能やサンスクリーンによる光防御
などに覚醒したのはこのときで，この成果を元に一般向
けのスキンケア啓発書（Fig. 1）を出版したのもこの頃
であった1）。フィラグリンや経皮感作の重要性などの昨
今の研究の潮流を俯瞰すると，このときにスキンケアを
勉強できたのはまさに時宜を得た好機であったと述懐で
きるが，私の香粧品との出会いはこんな背景で思いがけ
ず始まったことを正直に告白しなければならない。

2.　香粧品学会との接点

私が香粧品学会にかかわるようになったのは比較的遅
く，2000年以降で，「機能性化粧品創生のブレイクス
ルー」2）という講演依頼があったのを機縁に，評議員や
プログラム委員にしていただいたことが嚆矢であったよ
うに思われる。当時の私は群馬大学教授時代からの紫外
線・活性酸素・光老化をキーワードとして「抗酸化剤を
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